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九
月 

別
名 

長
月
（
な
が
つ
き
）
・
建
戌
月
（
け
ん

じ
ゅ
つ
げ
つ
）
・
季
秋
（
き
し
ゅ
う
）
な
ど 

秋
の
夜
長
を
表
す
夜
長
月
（
よ
な
が
つ
き
）
か
ら
発
し
た

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

『
九
月
の
花
』 

花
は
菊
と
彼
岸
花
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。 

ほ
か
に
、
ダ
リ
ア
、
秋
海
棠
（
し
ゅ
う
か
い
ど
う
）
、 

 
 
 
 
 
 

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
（
赤
城
自
然
園
） 

 
 

 
 

 

釣
舟
草
（
つ
り
ふ
ね
そ
う
）
、
芙
蓉
（
ふ
よ
う
）
、
松

虫
草
、
吾
亦
紅
」
（
わ
れ
も
こ
う
）
、
桔
梗
、
女
郎
花

（
お
み
な
え
し
）
、
藤
袴
（
ふ
じ
ば
か
ま
）
、
男
郎
花

（
お
と
こ
え
し
）
、
南
蛮
煙
管
（
な
ん
ば
ん
ぎ
せ

る
）
、
芒
（
す
す
き
）
な
ど 

 

河
出
書
房
新
社
、
鈴
木
充
広
書
「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
講
談
社

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
３
６
５
日
「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
辞
典
よ
り
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         

『九
月
の
言
葉
』 

責
任
は
人
を
ま
じ
め
に
し
ま
す
。
大
人
（お
と
な
）ら

し
く
し
ま
す
。
神
と
人
に
対
し
敬
虔
（け
い
け
ん
）の
態

度
を
取
ら
し
め
ま
す
。
責
任
は
決
し
て
苦
痛
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
生
の
真
の
幸
福
は
、
責
任
を
担
（に
な
）

わ
ず
し
て
こ
れ
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
責
任

に
当
た
ら
ず
し
て
、
自
分
の
内
に
あ
る
能
力
の
程
度
を
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 知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
は
い
か
ほ
ど
強
い

者
で
あ
る
か
は
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
は
じ
め
て

知
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
伝
道
上
の
責
任
は

感
謝
し
て
当
た
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
永
遠
の
福

音
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
初
め
て
自
分
に
永
遠
の
生
命

の
臨
み
し
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
責
任
に
当
た
ら
ず

し
て
、
福
音
の
真
個
の
価
値
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
人

生
実
は
責
任
ほ
ど
貴
き
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
責

任
を
避
く
る
の
は
愚
の
極
で
あ
り
ま
す
。
偉
人
と

は
別
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
喜
ん
で
重
き
責
任
を

担
う
た
者
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
ら
感
謝
し
て
責
任

に
当
た
っ
て
、
他
を
益
す
る
と
同
時
に
自
身
の
最

大
幸
福
を
計
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

内
村
鑑
三
著
「続
一
日
一
生
」八
月
三
日 

  
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

女
郎
花
（
オ
ミ
ナ
エ
シ
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

男
郎
花
（
オ
ト
コ
エ
シ
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
九
月
の
暦
』 

 
 

 

一 

日 
 

防
災
の
日
、
関
東
大
震
災
記
念
日
、
富
山

八
尾
風
の
盆
（～
三
日
） 

 
 

 

七 

日 
 

白
露 ＊ 

秋
も
本
格
的
と
な
り
、
野
草
に
白

露
が
宿
り
始
め
ま
す
。 

 
 

 

八 

日 
 

太
田
呑
竜
開
山
忌 

 
 

 
 

 
 

＊ 

呑
竜
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け

て
の
浄
土
宗
の
僧
で
あ
っ
た
。
埼
玉
県
生
ま
れ
。

故
郷
の
林
西
寺
で
出
家
、
そ
の
後
江
戸
の
芝
増

上
寺
で
修
学
、
八
王
子
の
大
善
寺
の
３
世
と
な

っ
た
。
慶
長
１
８
年
（16

1
3

）
徳
川
家
康
が
先
祖

と
す
る
新
田
義
重
を
祀
る
た
め
に
呑
竜
を
招

聘
し
群
馬
県
太
田
に
大
光
院
が
建
立
さ
れ
呑

竜
は
そ
の
開
山
と
な
っ
た
。 

 
 

 

九 

日 
 

重
陽
、
救
急
の
日
」 

 
 

 

十
三
日 

 

世
界
の
法
の
日 

 
 

 

十
四
日 

 

遠
野
祭
り
（～
十
五
日
）、
鶴
岡
八
幡
宮

例
大
祭
（～
十
六
日
） 

 
 

 

十
五
日 

 

老
人
の
日
、
石
清
水
祭 

 
 

 

十
九
日 

 

彼
岸
入
り
、
子
規
忌 

 
 

二
十
一
日 

 

敬
老
の
日 

   

二
十
二
日 

 

秋
分
の
日 

＊ 

赤
道
、
黄
道
と
も
に
１
８
０
度
と
な

る
の
を
秋
分
と
呼
ぶ
。
こ
の
日
を
境
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に
日
の
出
が
遅
く
な
り
日
の
入

り
が
早
く
な
り
ま
す
。  

 
 

 

 
 

二
十
三
日 

 

川
柳
忌 

柄
井
川
柳
（171

8
-
1
7
90

） 

 
 

二
十
五
日 

 

彼
岸
明
け 

 
 

二
十
九
日 

 
曹
洞
宗
両
祖(

道
元
、
瑩
山
禅
師)

忌
、 

宣
長
忌 

 
本
居
宣
長 

（17
30

-

1
8
0
1

） 

 
 

 参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現
在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

三
、
十
一
月
十
五
日
は 

休
日
当
番
医
で
す
。
九
時
～
十
八
時
ま
で
受
付
。 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り

ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、

全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に 

来
院
さ
れ
る
か
電
話
で 

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の
処

置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

ご
意
見
、
ご
助
言
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
玄
関
に
あ

る
ご
意
見
箱
か
、
職
員
、
院
長
ま
で
お
話
し
い
た
だ

け
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
、
木
曜
日
の
診
療
及
び
検
診
、
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て 

 

内
視
鏡
検
査
（胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
）が
コ 

 

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
外
来
は
一
般
外
来
を
こ
れ 

ま
で
通
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

特
定
検
診
、
内
視
鏡
検
査
は
藤
岡
多
野
医
師
会
で 

は
九
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
た
ね 

く
だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
次
第
で
は
変
更 

も
あ
り
得
ま
す
。 
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 六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

h
ttp

://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

   

     

 
 
 
 
 
 
 

 

ど
ん
ぐ
り 

 
 

ま
ど
み
ち
お 

 

 

 

ど
ん
ぐ
り
が
水
に
お
ち
た
と
き 

そ
の
ど
ん
ぐ
り
の 

中
か
ら
の
よ
う
に 

波
の
わ
だ
ち
が
生
ま
れ
で
て 

四
方
へ
む
け
て
い
っ
さ
ん
に 

か
け
て
い
っ
た 

 

そ
し
て 

つ
ぎ
つ
ぎ
に
岸
に
た
ど
り
つ
き 

つ
ぎ
つ
ぎ
に 

き
え
た
が 

き
え
る
ま
え
の 

一
し
ゅ
ん
に 

ふ
り
か
え
ら
な
い 

わ
は 

な
か
っ
た 

は
る
か
な 

一
て
ん 

ど
ん
ぐ
り
を
・
・
・ 

 
と
つ
ぜ
ん 

ふ
る
さ
と
に
さ
れ
て 

ど
ん
ぐ
り
は 

た
よ
り
な
さ
そ
う
に 

は
ず
か
し
そ
う
に 

で
も 

け
ん
め
い
に 

そ
こ
に
そ
う
し
て 
う
か
ん
で
い
た 

 

も
し
か
し
て 

か
け
も
ど
っ
て
く
る 

わ
が 

あ
り
は
し
な
い
か
と
・
・
・ 

童
話
屋 

工
藤
直
子
編 

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集 

『
せ
ん
ね
ん
ま
ん
ね
ん
』
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

行
き
つ
か
へ
る
観
光
バ
ス
は
高
校
中
学
生 

い
か
に
見
る
明
日
香
の
こ
の
狭
き
国 

 
 

土
屋
文
明
『
続
青
南
集
』
か
ら 

夕
づ
け
ば
し
づ
む
遠
樹
の
蝉
の
聲 

な
に
も
か
も
し
つ
く
し
て
死
に
ゆ
く
は
よ
け
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
石
海
人
全
歌
集
よ
り 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

け
ん
こ
う 

（百
三
十
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（５
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
国
内
で
も
指
定
感
染
症
に
指
定
さ
れ
様
々

な
対
策
が
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
国
内
で
は
感

染
経
路
が
明
確
で
な
い
感
染
例
が
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政
府
の
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が
減
少
し
た
が
、
５

月
２
５
日
を
も
っ
て
全
て
の
都
道
府
県
で
解

除
さ
れ
た
あ
と
東
京
中
心
に
再
度
感
染
者
が

増
加
し
、
７
月
２
２
日
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

た
ゴ
ー
ツ
ー
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
東

 

月 骨粗鬆症の予防 

火 歯の生え変わり時期 

水 排卵と月経のしくみ 

木 歯の被せ物が外れたら 

金 乳児の消化不良 

土日 中高年の歯みがき 

 

http://www.raijin.com/kenko/
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京
を
除
く
と
い
う
中
途
半
端
な
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
新
規
感

染
者
は
日
本
各
地
で
増
加
す
る
一
方
で

す
。
確
か
に
死
亡
率
は
減
っ
て
い
る
が
、

感
染
者
数
が
多
く
な
れ
ば
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
追
跡
調
査

で
は
不
明
例
も
多
い
が
３
密
（
密
集
、
密

接
、
密
閉
）
に
関
連
す
る
症
例
が
多
い
た

め
、
こ
れ
に
対
策
を
打
つ
べ
き
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
国
の
考
え
が
な
か
な
か
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
こ
と
が
私
た
ち
医
療
者
に

も
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
臨
床
面

で
は
熱
中
症
に
な
っ
た
人
と
感
染
症
の
問

題
、
今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
に
は

さ
ら
に
大
き
な
混
乱
が
起
き
る
こ
と
が
危

ぶ
ま
れ
ま
す
。 

医
院
と
し
て
は 

①
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
で
の 

 

感
染
防
止 

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
合 

 

併
が
あ
る
の
か 

④
一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な 

 

い
た
め
の
対
策 

⑤
医
療
品
、
備
品
不
足
へ
の
備
え 

⑥
職
員
の
保
護
、 

➆
感
染
に
よ
る
閉
院
事
態
の
防
止 

 

な
ど
な
ど
課
題
は
多
数
あ
り
ま
す
。 

医
療
機
関
の
混
乱
を
少
な
く
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
も
う
一
度
、
個
人
で
や
れ
る
こ
と
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

今
回
の
経
験
で
は
年
代
、
職
種
、
な
ど
に
よ

り
病
気
に
対
す
る
意
識
、
責
任
感
が
ば
ら
ば

ら
で
あ
る
こ
と
を
最
も
感
じ
ま
し
た
。 

２ 

２
０
２
０
年
９
月
６
日
現
在 

 
 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
） 

世
界 

 

２
６
６
９
万
６

，
１
６
０
人
（８
７
万
６
１
４
９
人
） 

日
本 

 ７
万
１
、
５
８
３
人 

(

１
、
３
６
１
人) 

 

東
京
都 

 
 

２
万
１
，
６
５
６
人 

（３
６
９
人
） 

大
阪
府 

 
 

８
，
９
７
６
人 

（ 

１
６
３
人
） 

神
奈
川
県 

 

５
，
３
５
３
人 

（ 

１
２
６
人
】 

埼
玉
県 

 
 

４
，
１
０
０
人 
（ 
９
２
人
） 

北
海
道 

 
 

１
，
８
２
４
人 

（１
０
５
人
） 

千
葉
県 

 
 

３
１
８
８
人 

（ 

６
３
人
） 

群
馬
県 

 
 

４
７
４
人 

 

（ 

１
９
人
） 

新
潟
県 

 
 

１
４
６
人 

 
 

（  

０
） 

 

３ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
度
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が
１

週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障

害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状

が
続
く
人 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
．
自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
．
そ
の
後
の
状
態
も
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る 

 

② 

直
接
、
各
市
町
村
の
発
熱
外
来
に
連
絡 

③ 

藤
岡
市 

藤
岡
多
野
発
熱
セ
ン
タ
ー 

 

（
公
立
藤
岡
総
合
病
院
駐
車
場
に
設
置
） 

予
約
受
付 

０
８
０―

５
８
７
７―

５
８
８
４ 
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予
約
時
間 

平
日
午
前
９
時
～
１
１
時 

診
察
時
間 

平
日
午
後
一
時
半
～
午
後
２
時
半
ま
で 

 
＊
注
意 

平
日
の
み
。
対
象
は
妊
産
婦
を
除 

い
た
中
学
生
以
上
で
、
小
学
生
以
下
は
か
か 

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
発
熱
外
来
の
案
内
は

市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
巻
末
の

一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
心
配
が
な
い
と
判
断
さ

れ
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
お
願
い
】 

○ 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
診
を
勧
め
ら
れ
た 

 

 

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の 

 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
お
控
え
く
だ 

 

さ
い 

○ 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着 

 

用
す
る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

（
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ 

 

ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口 

 

や
鼻
を
お
さ
え
る
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま 

 

す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連 

 

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に 

 

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】 

① 

車
内
で
待
た
れ
て
い
る
方
に
は
駐
車
場
ま
で
医

師
が
行
っ
て
診
察
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電

話
で
連
絡
を
し
ま
し
た
ら
、
車
窓
を
開
け
て
換
気

し
、
マ
ス
ク
を
か
け
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

② 

電
話
で
ご
様
子
を
伺
い
、
処
方
を
行
い
薬
局
に

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

玄
関
に
入
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
ア
ル
コ
ー
ル
で
手
指

の
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
受
付
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

④ 

ト
イ
レ
の
後
は
必
ず
石
鹸
と
水
で
手
を
洗
っ
て
下

さ
い
。 

  
 
 
 
 

 

                 

参
考 

手
洗
い
の
効
果
は
想
像
以
上
に
高
い 

   

 手洗いの方法 残存ウイルス量（残存率） 

手洗いなし 約１００万個 

流水手洗い １５秒 約１万個（約 1％） 

ハンドソープ 10～30秒 

流水手洗い １５秒 

数百個（約 0.01％） 

ハンドソープ 60秒 

流水手洗い １５秒 

数十個（約 0.001％） 

ハンドソープ 10秒 

流水手洗い １５秒、2回 

約数個（約 0.000１％） 
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４ 
自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
は 

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
！ 

（
１
）
標
準
予
防
策
の
徹
底 

 
 

① 

呼
吸
器
衛
生
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト 

 
 
 

 

例 

肘
を
口
に
当
て
る 

 
 

②
個
人
防
護
具
の
着
用 

 
 
 

 

例 

マ
ス
ク
の
着
用 

 
 

③
ア
ル
コ
ー
ル
ま
た
は
石
鹸
に
よ
る
手
指 

消
毒 

 

（
２
）
医
療
者
の
感
染
予
防
策 

 
 

①
飛
沫
感
染
予
防
策
、
接
触
感
染
予
防
策 

例 

ゴ
ー
グ
ル
、
ガ
ウ
ン
、
手
袋
、
マ
ス
ク 

（
② 

部
屋
の
換
気
） 

（
３
）
患
者
様
へ
の
対
応 

 

 
 

① 

他
の
患
者
と
の
動
線
を
切
り
離
す 

 
 
 
 

 
 

② 

待
合
室
で
の
感
染
が
な
い
よ
う
に 

 
 

③ 

換
気
の
励
行 

（
４
）
毎
朝
自
己
チ
ェ
ッ
ク(

例 

私
、
院
長
の) 

 
 

起
床
時
の
体
温
測
定
、 

 
 

関
連
症
状
（
息
苦
し
さ
・
倦
怠
感
・
食
欲
・
元 

 

 
 
 
 

気
・
嗅
覚
障
害
・
味
覚
障
害
痰
・
咽
頭
痛 

 

 
 
 
 

・
咳
・
く
し
ゃ
み
・
嘔
気
・
下
痢
・
頭
痛

・ 
 
 
 

筋
肉
痛
・
関
節
痛
な
ど
） 

５ 

ま
と
め 

 

い
ろ
い
ろ
な
ご
無
理
を
お
願
い
し
て
い
る
の
に 

 

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

①
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
染
の
疑
い
が
出
た
場
合
に 

は
医
院
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。 

医
院
に
は
、
一
般
の
慢
性
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
や

急
を
要
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
来
院
す
る
ほ
か
に
重

症
な
在
宅
患
者
さ
ん
へ
の
往
診
も
多
く
あ
り
ま
す
。

医
院
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
と
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の
診
療

の
継
続
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合

の
患
者
さ
ん
の
不
安
・
混
乱
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

②
そ
れ
と
と
も
に
ほ
か
の
方
々
の
健
康
に
も
気
を
配
り

な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
の
収
束
を

一
緒
に
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。 

ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

追
記 
先
日
の
政
府
発
表
で
は
今
後
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

対
す
る
初
期
対
応
を
保
健
所
か
ら
医
療
機
関
へ
移
行
す
る

計
画
と
の
こ
と
で
す
。
５
頁
に
記
し
た
よ
う
に
診
断
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
分
、
院
内
感
染
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
厳
重
な
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
情
報
を
提
供
い
た
し
ま

す
。 

  

  院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
七
十
六
） 

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」 

 

◇
今
年
の
開
院
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に 

職
員
だ
け
で
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

毎
年
フ
ル
ー
ト
の
鶴
渕
さ
ん
か
ら
課
題
を
頂
い
て
、  

そ
れ
に
つ
い
て
職
員
が
各
自
課
題
に
つ
い
て
の
想
い
出

を
書
き
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
時
に
鶴
渕
さ
ん
が

こ
れ
ら
を
読
ん
で
く
だ
さ
り
、
感
想
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
中
、
い
や
、
世
界
中
が
絶
望
の
淵
に

立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
み
ん
な
で
元
気
を

出
そ
う
と
坂
本 

九
さ
ん
の「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

が
世
界
中
で
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
今
年
の

課
題
が『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』に
決
ま
っ
た
の
で
し

た
。
私
の
感
想
を
記
し
て
み
ま
す
。 

◇
一
人
の
タ
レ
ン
ト
（
い
わ
ゆ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
）

を
好
き
に
な
り
、
自
分
の
人
生
の
節
目
節
目
で
共
通

の
空
気
を
吸
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
タ
レ
ン
ト
の
人
生

に
自
分
の
歴
史
を
重
ね
合
わ
せ
た
記
憶
と
し
て
残
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
九
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た
人
の

一
人
で
し
た
。 
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 ◆
最
初
の
出
会
い
は
、
私
が
中
学
一
年
生
の
時
の
こ

と
で
、
坂
本 

九
さ
ん
が
独
特
の
節
回
し
と
満
面

の
笑
顔
で
テ
レ
ビ
に
登
場
し
て
き
た
と
き
の
こ
と

で
す
。 

◇『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』は
日
本
語
の
ま
ま
ア
メ
リ

カ
で
大
ヒ
ッ
ト
し
、
さ
ら
に
世
界
中
に
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
歌
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
日
本
中
が
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
誇
ら
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
私
の
町
の
中
学
校
で
は
当
時
話
題
の
映
画
を
全

校
で
体
育
館
で
見
る
行
事
が
あ
り
、
黒
澤
明
監

督
の『
用
心
棒
』と
こ
の『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
が

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
父
が
同
じ
学
校
に
勤
務

し
て
い
る
こ
ろ
で
、
時
代
劇
好
き
の
父
の
意
見
で

『
用
心
棒
』
が
決
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
五
十

年
以
上
も
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
し
か
し

『
上
を
向
い
て
・・・』は
父
の
趣
味
で
は
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

◇
二
回
目
の
出
会
い
は
、
悲
し
い
出
会
い
で
し
た
。  

 
 

私
が
藤
岡
に
転
勤
し
て
２
年
後
、
昭
和
６
０
年

８
月
１
２
日
に
日
航
機
１
２
３
便
が
上
野
村
御
巣

鷹
山
に
墜
落
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し

た
。 

乗
客
５
２
４
人
中
５
２
０
人
が
な
く
な
る
と
い
う

航
空
機
史
上
最
大
の
事
件
で
し
た
。
九
さ
ん
は

こ
の
飛
行
機
の
最
前
席
に
乗
っ
て
い
て
遭
難
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。 

◆
生
存
者
４
人
の
内
３
人
を
多
野
総
合
病
院
（
現
在
の

公
立
藤
岡
総
合
病
院
）で
診
療
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
部
は

毎
日
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
人
た
ち
の
歯
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
撮
り
、
遭
難
者
と
の
照
合
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。 

◇
私
が
中
学
生
の
時
、
坂
本
九
さ
ん
の
存
在
を
知
り
、

そ
の
爽
や
か
さ
に
好
感
を
持
ち
、
そ
の
後
、
世
界
的

な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
活
躍
し
た
九
さ
ん
の
い
の

ち
の
最
後
の
事
件
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
、

不
思
議
な
思
い
が
し
ま
し
た
。 

◆
そ
の
後
、
２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災

の
後
、
三
陸
、
福
島
の
被
災
地
の
復
興
ソ
ン
グ
と
し

て
こ
の
歌
が
歌
わ
れ
被
災
者
の
方
々
を
励
ま
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

◇
三
回
目
の
出
会
い
は
、
２
０
１
９
年
１
２
月
か
ら
世
界

を
恐
怖
に
陥
れ
た『
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎
』蔓
延
の
時

で
、
こ
の
と
き
も
こ
の
歌
が
世
界
中
で 

 

SO
N

G
 F

O
R
 H

O
P
E
 

と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
感
激
し
ま
し
た
。 

◆
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！ 

 
 

日
本
、
フ
ァ
イ
ト
！  

 
 

世
界
、
フ
ァ
イ
ト
！ 

 
 

 

 
 

の
動
画
を
た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
、
こ 

の
歌
が
世
界
中
で
そ
れ
も
日
本
語
で
歌
わ
れ
、
励 

ま
し
合
い
、
支
え
合
い
、
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ 

と
を
知
り
ま
し
た
。
九
さ
ん
の
声
が
世
界
の
人
た

ち
に
共
感
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
私

は
涙
を
止
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◇
こ
の
こ
と
は
、
世
界
中
が
心
を
一
つ
に
す
れ
ば
、
人

類
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な
夢
と
希
望
を
次
の
時
代
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。 

コ
ロ
ナ
禍
、
こ
れ
は
あ
る
い
は
、
創
造
主
が
人
類
に 

「
目
覚
め
よ
」と
諭
す
、「
ノ
ア
の
洪
水
」だ
っ
た
の 

で
は
な
い
か 

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
も
た
だ
う
な
だ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、 

九
さ
ん
の
歌
の
よ
う
に
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
、 

『
上
を
向
い
て
』 

歩
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 
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新型コロナウイルスに関する問い合わせ 発熱外来  

＊診察には事前予約が必要 

県新型コロナウイルス感染症コールセン

ター 

平日・休日を問わず 

9：00-21：00 

0570-082-820 

 

（上記以外の時間は受診相談）  

           027-223-1111 

前橋市保健所 

平日休日とも  8：30-21：00 

027-220-1151 

上記以外の時間は 

027-224-1111 

高崎市保健所 

平日（受診相談） 

8：30-21：00   

027-381-6112 

（一般相談）    8：30-17：15 

027-381-6113 

027-381-6114 

上記以外の時間は夜間休日電話へ 

027-381-6123 

 

 

 

前橋市発熱外来 

市コールセンター  

027-220-1151 に連絡 

高崎市夜間休日急病診療所（市

総合保健センター内） 

予約受付 027-381-6000 

土日・祝日 午前 9：30-12：00 藤

岡多野発熱センター 

（公立藤岡総合病院駐車場） 

予約受付 080-5877-5884 

予約  午前 9：00-11：00 

診察  13：30-14：30 

黒沢病院（高崎市）          

  月～土 11：00-13：00 

027-352-1111 

埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター 

0570-783-770（24 時間受付） 

 


